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華
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に
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淑

1 

法
器
開
は
『
法
華
義
記
』
の
官
頭
に
お
い
て
、
序
・
正
宗
・
流
通
の
三
段
に
法
華
を
わ
か
っ
て
、
法
華
経
の
主
旨
を
説
明
し
て
い
る
が
、

そ
の
序
分
に
は
通
序
と
別
序
の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
華
経
の
序
品
の
如
是
我
聞
か
ら
退
座
一
面
ま
で

が
通
序
で
あ
り
、
爾
時
世
尊
四
衆
囲
鋭
か
ら
序
日
間
末
ま
で
が
別
序
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
中
で
衆
経
は
そ
れ
ぞ
れ
不
同
で
あ
る
と

し
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如
下
欲
レ
説
－
一
浬
紫
一
大
音
宣
告
放
レ
光
動
レ
地
以
為
－
一
別
序
－
。
欲
レ
説
－
一
勝
霊
一
父
母
送
レ
書
以
為
一
一
別
序
一
。
欲
レ
説
－
一
維
摩
長
者
一
献
蓋
為
申
別

序
よ
。
此
経
天

F
L凶
華
一
地
六
種
動
為
－
h
m
序
一
也
。
然
通
序
亦
名
－
一
証
信
序
一
。
明
＝
仏
法
理
同
一
。

と
、
浬
柴
・
勝
霊
・
維
摩
・
法
撃
の
各
経
典
が
説
示
を
展
開
す
る
に
至
る
過
程
を
示
し
、
別
序
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
通
序
が

何
故
に
証
信
序
で
あ
る
か
の
説
明
を
加
え
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、

『
妙
法
華
経
』
の
「
如
是
我
閲
」
の
句
を
注
釈
す
る
に
あ
た
り
『
義
記
』
は
、

我
問
者
此
是
通
序
中
第
二
。
表
レ
明
－
耐
難
述
而
不
予
作
。
正
言
如
是
一
部
法
華
経
我
従
－
一
仏
辺
一
問
。
非
ヱ
我
自
治
一
。

在
世
時
開
レ
教
度
レ
人
明
レ
理
化
レ
物
。
尚
有
下
性
執
取
－
一
斜
見
一
不
－
一
信
受
一
者
ム
。

所
以
爾
者
。

但
仏

と
し
、
小
乗
の
人
等
は
未
レ
易
レ
可
レ
信
だ
か
ら
、

「
如
是
」
と
い
い
「
我
聞
」
と
い
っ
た
の
だ
と
な
し
、
今
は
、

法
雲
『
法
華
揖
明
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉
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子
時
四
衆
既
意
重
如
来
心
尊
至
極
。
聞
レ
伝
－
－
仏
語
一
信
受
無
レ
内

と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
仏
が
王
舎
誠
に
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
は
、

「
証
成
我
聞
」
で
あ
り
、
閉
経
の
処
を
明
白
に
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
か
ら
、

我
聞
之
言
可
レ
得
＝
信
受
一
。
若
不
レ
憶
＝
閉
経
之
処
一
我
聞
之
言
云
何
可
レ
信
。
是
故
出
－
一
聞
経
之
処
一
我
…
附
不
レ
謬
町

と
し
て
、
我
開
（
法
華
経
の
説
示
〉
に
対
し
て
信
受
す
る
方
法
し
か
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
華
経
は
釈
尊
に
よ
っ
て

語
ら
れ
た
そ
の
ま
ま
の
経
典
で
あ
り
、
阿
難
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
に
聴
聞
さ
れ
た
も
の
で
、
何
等
、
阿
難
の
手
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
信
受
す
る
こ
と
が
唯
一
最
高
の
道
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
信
受
の
語
は
、

絶
対
な
る
も
の
に
対
す
る
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
通
序
が
証
信
序
と
い
わ
れ
た
理
由
も
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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2 

方
便
品
第
二
を
注
釈
し
た
『
法
華
義
記
』
は

『
妙
法
華
経
』

の

「
是
法
不
可
示
言
辞
相
寂
滅
」

に
始
ま
る
十
一
行
に
言
及
し
て
い
る

が
、
そ
の
中
で
「
除
諸
菩
薩
衆
信
力
堅
固
者
」
に
ふ
れ
て
、
こ
の
半
行
は
有
知
の
人
を
除
く
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
し
て
、

除
－
一
有
知
人
一
者
正
言
レ
除
－
詰
菩
麓
衆
中
有
信
力
堅
固
者
－
。
自
能
得
レ
知
。
然
非
－
一
見
知
－
猶
是
信
知
。
此
則
引
－
－
声
聞
等
－
作
＝
大
乗
一
。

令
下
改
－
一
狭
劣
心
－
立
申
菩
薩
大
志
h

也。

と
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
菩
薩
の
信
力
堅
固
な
る
者
と
い
う
の
は
、
信
知
に
よ
る
も
の
で
、
大
乗
菩
薩
の
大
志
を
発
す
も
の
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
て
、
信
知
と
い
う
の
は
見
知
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に
知
覚
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
で
は

な
い
。
党
文
法
華
経
は
こ
の
信
力
堅
固
者
を
、
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（
そ
の
法
を
説
き
、
説
か
れ
た
法
を
理
解
す
る
人
は
、
信
解
に
住
し
て
い
る
菩
麗
た
ち
以
外
に
は
な
い
〉

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
知
は
信
解

ω島
区
自
ロ

wa
に
か
か
わ
る
あ
り
方
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

一
般
の
人
間
の

思
慮
分
別
に
よ
る
理
解
で
は
な
く
て
、
経
験
し
た
こ
と
も
な
い
正
法
、
体
得
し
た
こ
と
の
な
い
永
遠
不
死
の
境
涯
を
、
仏
た
ち
の
教
化
に

【

7
v

よ
っ
て
先
ず
信
じ
、
信
じ
て
行
く
中
で
だ
ん
だ
ん
と
真
実
な
る
こ
と
を
味
わ
い
領
得
し
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
妙
法
華
経
』
に
よ
っ
て
信
力
と
訳
さ
れ
た
も
の
は
、

神
通
力
三
一
門
出
回
目
に
か
か
わ
る
よ
う
な
パ
ワ
ー
で
は
な
く
て
、

仏
の
力
に
よ
っ
て

証
得
さ
れ
る
境
地
と
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
出
て
来
る
心
の
状
態
を
意
味
す
る
か
ら
、

と
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
義
記
』
に
よ
っ
て
「
信
知
」

し
か
し
、

『
義
記
』
が
必
ず
し
も
向
丘
E
BロW
忠
信
解
に
つ
い
て
、
正
確
に
と
ら
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
何
故
な
ら
、
方
便
品
の
「
於
三
仏
所
－
一
説
法
一

此
半
行
是
第
二
勧
奨
誠
勅
令
レ
信
也

当
レ
生
－
一
大
信
カ
こ
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
注
釈
し
て
、

と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
党
文
は
、

〈

9
v

宮
可
ω
〈
舎
利
弗
よ
、
善
逝
が
語
っ
た
も
の
に
信
解
を
な
せ
〉
で
あ
り
、
信
力
に
あ
た
る
も
の
は
怠
E
BロW
思
で
あ
り
、

三
召

ω仰
門
戸
℃

EH1。
ωzmωZF
司自
σF仰
8
Z
包
E
g
g
－aT
g召同
u
gロ
ωσ
『
釦
〈
帥

E

ひ
た
す
ら
に

信
ず
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
『
正
法
華
経
』
に
は
こ
こ
を
、
唯
仏
具
足

【

mv
誠
－
と
し
包
E
S
E
W巴
と
し
て
の
と
ら
え
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。

解
逮
知
レ
彼
最
勝
導
利

悉
暢
－
－
了

叉

『
義
記
』
は
釈
尊
と
舎
利
弗
の
三
止
三
請
に
言
及
し
、

舎
利
弗
三
請
者
第
一
挙
レ
有
レ
疑
請
。
第
二
有
＝
利
根
－
必
信
故
請
。
第
三
有
レ
解
故
請
也
。

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
）
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と
の
ベ
、
更
に
こ
れ
を
注
釈
し
て
、
こ
の
会
の
人
は
皆
利
根
に
し
て
仏
説
を
聞
く
に
堪
え
う
る
か
ら
だ
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三

止
三
請
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
は
、

『
妙
法
華
経
』
が
、
舎
利
弗
の
言
葉
と
し
て
、

「
敬
信
」
の
語
を
使
っ
て

説
示
を
願
っ
た
こ
と
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
党
文
法
華
経
は
、
こ
の
敬
信
を

ωσ
宮山町・包品目
Mmw

を
使
っ
て
説
示
し
て
い
る
か
ら
、

n
u
v
 

文
の
宵
削
H
a
n

－
v
m
w

に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

こ
の
町
制
脚
色
内
出
品
の
信
に
関
し
て
『
義
記
』
が
利
根
あ
れ
ば
必
ず
信
ず
と
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
舎
利
弗
が
重
ね
て
唯
願
説
之

円時》

唯
願
説
之
と
の
べ
る
と
こ
ろ
で
も
、
利
根
あ
れ
ば
必
ず
信
ず
る
が
故
に
請
う
も
の
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
信
は
利
根
あ
る
上
に
於 党

て
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
、
舎
利
弗
が
利
根
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
、
上
中
下
の
三
種
の
利
根
の
上
に
立
っ
た
か

ら
、
か
く
な
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
て
、

『
義
記
』
は
こ
れ
以
降
、
授
学
無
学
人
記
品
が
終
る
ま
で
は
、
広
閲
三
顕
一
断
疑
生
信
を
明
す
も
の
だ
と
し
、
そ
こ
に
は
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上
中
下
の
三
根
が
あ
る
と
し
、
三
種
の
信
解
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
種
の
信
解
に
つ
い
て
、

初
始
レ
明
＝
法
説
一
覚
外
凡
夫
中
有
一
－
利
根
一
得
レ
解
。
舎
利
弗
示
－
－
同
領
解
－
。
砦
説
既
寛
外
凡
夫
中
有
＝
中
根
者
一
得
レ
解
須
菩
提
等
仰
示
＝
同

領
解
－
。
宿
世
因
縁
寛
外
凡
夫
中
有
一
一
下
根
者
一
得
レ
悟
富
楼
那
等
示
コ
同
領
解
－
。

と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
解
は
領
解
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
信
解
包
一

zszw巳
の
性
格
上
、
当
然
な
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
止
三
請
の
後
、
釈
尊
が
一
仏
乗
を
語
ろ
う
と
し
て
舎
利
弗
に
語
る
「
仏
告
舎
利
弗
。
如
是
妙
法
」
か
ら
は
じ
ま
る

言
葉
を
注
釈
し
た
『
義
記
』
は
、
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
る
長
行
に
は
六
義
あ
り
と
し
、

《
時
》

顕
一
、
五
は
五
濁
、
六
は
簡
真
偽
敦
信
だ
と
し
て
い
る
。

一
は
歎
法
希
有
、
二
は
不
虚
妄
、
三
は
開
三
、
四
は



こ
の
簡
真
偽
敦
信
と
い
う
の
は
、
簡
真
偽
敦
物
信
心
の
こ
と
で
、

『
妙
法
華
経
』
の
我
弟
子
の
う
ち
自
ら
阿
羅
漢
、
勝
支
仏
な
り
と
謂

い
、
諸
仏
如
来
は
但
、
菩
薩
の
み
を
教
化
す
、
こ
れ
を
聞
か
ず
知
ら
ず
ん
ば
、
こ
れ
仏
弟
子
に
非
ず
云
云
以
下
に
つ
い
て
の
べ
た
も
の
が

簡
真
偽
で
、
仏
滅
度
の
後
に
こ
の
経
を
受
持
読
諦
し
云
云
に
は
じ
ま
る
と
こ
ろ
が
敦
物
信
心
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
敦
物
信

心
に
は
三
重
あ
り
と
し
、

《路》

第
一
正
敦
＝
物
生
p
信
第
二
釈
レ
敦
－
－
信
之
意
一
第
三
釈
＝
物
疑
心
一
也
。

で
あ
る
と
い
う
。
第
一
の
正
教
物
生
信
に
つ
い
て
、

「
除
仏
滅
度
後
」
の
語
に
関
し
て
、
無
仏
の
時
代
で
あ
る
か
ら
信
ず
る
人
な
き
も
、

仏
在
世
に
思
い
を
い
た
し
信
楽
の
心
を
生
じ
法
華
万
善
同
婦
の
法
を
受
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
理
に
就
て
談
ず
れ
ば
有
仏
無
仏

を
問
わ
ず
皆
自
然
に
解
す
と
し
な
が
ら
も
仏
を
背
信
せ
ず
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
第
二
の
敦
信
之
意
に
つ
い
て
は
右
の
意
を
う
け
、

ー寸

所

以
者
何
」
以
下
に
関
し
て
、
所
以
は
汝
及
び
仏
在
世
の
信
受
を
勧
め
、
者
何
は
仏
滅
後
は
法
華
経
を
受
持
す
る
者
が
得
が
た
い
の
で
、
汝

( 39) 

は
今
日
信
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
し
か
し
未
だ
仏
を
肯
信
し
ま
い
と
し
、
第
三
の
釈
物
疑
心
に
つ
い
て
は
、

「
若
遇

余
仏
」
以
下
の
語
に
関
し
て
、
も
し
阿
羅
漢
で
今
日
仏
に
会
わ
な
く
て
も
未
来
世
に
お
い
て
必
ず
仏
に
会
い
法
華
経
の
説
示
を
聞
け
る
の

だ
か
ら
、
只
仏
の
此
の
語
を
聞
い
て
信
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
信
を
勧
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
筒
所
に
お
い
て
信
、
信
楽
、
信
受
の
語
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

『
妙
法
華
経
』
は
「
除
仏
滅
度
後
」
と
諮
り
出
し

て、
汝
等
当
四
一
心
信
－
－
解
受
＝
一
持
仏
語
－
》

の
一
語
を
も
っ
て
結
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
釈
尊
が
こ
の
箇
所
で
示
さ
ん
と
し
た
も
の
は
こ
の
一
一
請
に
あ
り
、
そ
れ
は
唯
一
仏
乗
な
る

こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
箇
所
の
党
文
法
華
経
は
、

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉
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〈
こ
の
仏
陀
の
法
を
信
ぜ
よ
、
舎
利
弗
よ

私
を
信
ぜ
よ
、
信
頼
せ
よ
〉

と
な
し
て
、
信
ず
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

｛

mv 

そ
の
信
の
基
調
と
な
る
も
の
は
宵
包
島
町
仰
で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
が

こ
こ
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
仏
の
教
え
、
仏
そ
の
も
の
に
対
す
る
信
の
強
調
で
あ
っ
た
。

『
義
記
』
が
前
述
の
ご
と
く
、
信
、
信
楽
、

信
受
を
説
い
た
と
な
し
て
い
る
の
も
、
こ
こ
に
依
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
れ
ば
『
義
記
』
は
、

舎
利
弗
汝
等
当
四
一
心
信
＝
解
受
＝
－
持
仏
語
、
此
下
是
等
五
明
下
不
－
一
虚
妄
一
止
申
物
誹
誘
之
心
主
也
。
就
レ
中
有
レ
三
。
第
一
明
＝
勧
信
一
。
第

《
却
》

二
諸
仏
如
来
下
正
明
レ
不
レ
虚
。
第
三
無
レ
有
－
込
山
乗
一
以
下
挙
－
－
所
レ
信
之
法
－
結
勧
也
。町内
wa円
四
何
回
仰
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
、

と
な
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
こ
の
一
連
の
と
こ
ろ
で
使
用
さ
れ
た
信
は
、

そ
れ
は
正
法
・
仏
に
対
す
る
信
で
あ
る
か
ら
、
不
虚
妄
で
あ
り
誹
誘
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

( 40 ) 

更
に
、
方
便
品
備
を
注
釈
し
て
『
義
記
』
は
、

「
説
仏
智
慧
故
」
以
下
の
八
行
半
は
果
一
を
頚
し
た
も
の
だ
と
し
、
そ
こ
に
は
三
段
あ

る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
二
段
は
「
如
其
所
得
法
」
か
ら
「
為
説
実
相
印
」
ま
で
と
し
、
仏
は
出
世
以
来
大
乗
の
果
を
与
え
ん
と
欲
し

て
い
る
と
し
、
四
重
あ
り
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
第
一
は
大
果
を
衆
生
に
与
え
ん
と
し
た
も
の
で
、
第
二
は
仏
の
出
世
の
本
意
は
大
果

を
与
え
ん
欲
す
る
も
の
だ
か
ら
、
大
果
を
惜
し
む
者
は
僅
貧
の
人
と
な
る
、
し
か
し
、
大
果
を
求
め
る
機
な
き
た
め
三
を
説
き
、
疑
を
生

ず
る
衆
の
た
め
に
、
自
ら
仏
は
衆
生
に
大
果
を
与
え
ん
と
欲
す
る
と
言
い
仏
語
を
信
ず
べ
し
と
言
い
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、

故
第
三
従
三
若
人
信
一
－
帰
仏
－
下
有
三
行
一
偏
－
引
＝
勝
人
証
一
。
汝
言
－
一
無
有
信
－
者
自
有
レ
人
信
三
二
宝
一
者
言
三
仏
不
＝
歎
証
一
者
。
此
等
人

億
三
仏
恒
欲
ν与
＝
衆
生
大
果
、
時
衆
有
生
長
言
。
若
使
三
都
無
レ
有
ν信
三
ニ
宝
－
者
。
整
デ
－
復
信
P
仏
恥
wv

と
、
説
き
、
第
四
で
は
仏
と
大
果
と
が
虚
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
示
し
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
信
は
、
仏
を
信
じ
三
宝
を
信
じ



仏
の
大
果
を
信
ず
る
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
若
人
信
帰
仏
」
の
語
に
対
す
る
党
文
で
は
、
信
に
関
し
て
言
及
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
あ
る
が
、

『
妙
法
華
経
』
の
訳
文
は
信
を
語
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
信
を
う
け
て
『
義
記
』
は
こ
の
よ
う
な
信
の
あ
り
方

を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
う
。

こ
の
後
の
『
義
記
』
は
『
妙
法
華
経
』
の
「
我
有
方
便
力

開
示
三
乗
法
」
以
下
を
う
け
て
、
先
の
一
行
は
釈
迦
も
諸
仏
と
同
じ
く
先

に
三
乗
を
説
き
後
か
ら
一
乗
を
説
い
た
も
の
で
不
虚
妄
だ
と
し
、
次
の
一
行
「
今
此
諸
大
衆

《

nv

二
乗
」
は
勧
信
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
不
虚
妄
だ
と
し
て
い
る
。
一
仏
乗
だ
と
い
う
こ
と
は
、
唯
一
し
か
な
い
の
で
そ
れ
を
信
ず
る
道
し

皆
応
除
疑
惑

諸
仏
語
無
異

唯
一
無

か
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
品
末
近
く
の
「
鈍
根
小
智
人

著
相
僑
慢
者

不
能
信
是
法
」
を
注
釈
し
て
『
義
記
』
は
、

明
一
一
悪
事
除
故
喜
一
。
何
以
知
ν之
。
此
人
本
事
是
鈍
根
今
者
利
根
。
何
以
知
レ
然
。
昔
日
縦
便
利
根
廃
己
作
＝
鈍
恨
－
。
今
発
－
－
広
大
心
一
故

(41) 

称
レ
之
為
－
L
利
根
人
一
也
。
此
人
本
時
是
小
乗
小
智
今
者
成
＝
大
乗
大
智
－
。
此
人
本
時
是
著
相
僑
慢
者
今
日
非
＝
著
相
僑
慢
－
。
本
時
不
レ

《

mv

能
レ
信
＝
大
乗
法
一
今
日
能
信
＝
大
乗
法
－
。
是
故
喜
也
。

と
な
し
て
い
る
が
、
正
し
く
正
法
へ
の
信
は
利
根
で
あ
る
こ
と
を
用
す
る
が
、
そ
の
利
根
は
、
広
大
な
心
、
大
乗
大
智
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
偏
見
、
う
ぬ
ぼ
れ
を
離
れ
、
信
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
信
は
こ
の
よ
う
な
心
の
上
に
立
ち
、

素
直
な
広
い
心
（
僑
慢
の
心
を
離
れ
る
か
ら
〉
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
の
『
妙
法
華
経
』
の
文
に
相
当
す
る
党
文
は
、

円吉宮店内凶円四
ω品目
Mmw告
。
件
ロ

σHMM当
日
喝
mZ0
．
品
可

m－ロ山富山け

g
g吾
首

E
p
m
w
σ
巴
守
σロ島内同窓口仰
B
一ω
σ
E
S帥
HM守
句
吋

S
g
g
何
回

t
e
m－

《
剖
》

ω
ロロ仰同宮山
5
0
宮
町
。
喝

g巴
E
V
o
a
E
8
3〈忠一一

（
今
、
表
相
の
観
念
だ
け
で
、
愚
か
で
、
無
知
で
、
増
上
慢
と
な
っ
た
も
の
は
信
じ
難
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
に
、
菩
麓
た
ち
は
聞

法
蜜
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
）



法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

く
で
あ
ろ
う
。
）

と
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
は
宵
ω島
内
容
仰
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
信
は
慢
心
を
離
れ
た
上
に
な
り
立
つ
も
の
で
あ
る

ぅ。

3 

響
喰
品
の
注
釈
の
冒
頭
で
『
義
記
』
は
舎
利
弗
の
悔
過
に
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

『
妙
法
華
経
』
の

「
然
我
等
不
レ
解
－
で
方
便
一
」
以

下
を
と
り
あ
げ
、

是
第
二
悔
－
－
昔
日
取
p
小
也
。
我
若
解
コ
如
来
昔
日
教
是
方
便
－
者
畳
復
取
レ
小
。
祇
由
ν未ν
解
－
－
如
来
昔
日
方
便
権
教
一
故
仰
於
ν中
信
受
。

《お》

此
則
侮
－
－
昔
日
取
p
小
也

( 42 ) 

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
妙
法
華
経
』
が
先
の
句
に
統
い
て
「
初
閲
＝
仏
法
－
過
使
信
受
思
惟
取
ν
証
」
と
し
て
い
る
か
ら
信
受
と
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
に
該
当
す
る
党
文
法
華
経
は
信
に
関
し
て
の
記
述
を
し
て
は
お
ら
な
い
。

し
か
し
、
三
車
火
宅
の
喰
を
語
っ
た
後
、

『
妙
法
華
経
』
は
「
従
－
－
仏
世
尊
－
聞
レ
法
信
受
」
と
し
、
こ
れ
を
党
文
法
華
経
は
、

件。
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（
彼
等
は
世
間
の
父
で
あ
る
如
来
を
信
ず
る
。
信
じ
て
如
来
の
教
誠
に
専
心
し
努
力
す
る
）

と
し
て
い
る
か
ら
、
信
受
は
咋
ωaBH仰

の
訳
語
で
あ
り
、

先
の
信
受
と
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
も
宵
色
白
晶
の
訳
語
と
し
て
の
信
受
と
う
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
前
者
の
場
合
、
党
文
法
華
経
に
お
い
て
信
に
関
す
る
記
述
が
な
い
の
は
、
舎
利
弗
が
小
法
に
対
し
て
あ
や
ま
っ
た
行
い
で
あ
っ
た



こ
と
を
悔
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
、

後
者
の
場
合
は
正
法
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
町
制
wan

－－M仰
が
語
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
宵
仰
向
山
岳
回
仰
は
仏
・
法
・
僧
三
宝
に
対
し
て
の
心
の
あ
り
方
と
し
て
使
わ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
る
。

将
来
、
華
光
如
来
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
の
授
記
を
得
た
舎
利
弗
は
、
世
尊
に
「
我
今
無
＝
復
疑
悔
－
：
：
：
」
と
諮
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

《
釘
》

『
義
記
』
は
、
こ
れ
よ
り
は
中
根
人
の
た
め
の
響
説
開
三
顕
一
で
疑
を
断
じ
信
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
を
生

ぜ
し
め
ん
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
が
火
宅
の
喰
で
あ
る
が
、
時
の
長
者
ハ
世
尊
〉
の
心
を
『
妙
法
華
経
』
の
「
恋
著
戯
処
」
以
下
の
文
を

う
け
た
『
義
記
』
は
、

我
即
自
思
惟
若
但
讃
－
－
仏
乗
－
衆
生
没
＝
在
苦
一
不
レ
能
レ
信
－
－
是
法
－
破
レ
法
不
レ
信
故
墜
＝
於
三
悪
道
一
我
寧
不
レ
説
レ
法
疾
入
－
－
於
浬
均
－
r

と
し
て
、
衆
生
は
苦
界
に
あ
る
た
め
に
、

い
き
な
り
仏
乗
を
説
い
て
も
信
ぜ
ず
、
む
し
ろ
法
を
破
り
三
悪
道
に
お
ち
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
、
と
仏
の
悩
み
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
『
妙
法
華
経
』
は
、
「
楽
ヱ
著
嬉
戯
－
不
レ
肯
－
－
信
受
乙
と
語
っ
て
い
る

( 43) 

が
、
党
文
法
華
経
は
信
に
関
し
て
語
つ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、

『
義
記
』

に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
信
は
ま
さ
に
町
ω内
注
目
品
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
仏
・
法
に
対
す
る
信
で
、
そ
れ
を
信
じ
な
い
と
す
る
時
、
そ
れ
は
信
の
反
対
守
町
包
内
宮
酬
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、

仏
が
等
一
の

大
事
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
『
義
記
』
は
、

然
仏
是
至
人
誠
言
無
レ
ニ
。
既
説
－
厳
正
結
尽
一
得
レ
入
量
媒
－
。
仏
語
不
レ
虚
云
何
不
レ
信
。
如
＝
今
所
見
－
生
死
何
必
是
生
死
鳴

と
し
て
、
仏
語
に
対
す
る
ひ
た
す
ら
な
信
を
求
め
て
お
り
、
三
車
火
宅
の
輸
に
よ
っ
て
衆
が
得
心
い
っ
た
が
た
め
に
、

時
衆
既
得
－
一
信
心
不
鹿
－
妄
義
其
意
自
顕
。

と
し
て
、
信
に
よ
っ
て
理
の
正
邪
を
見
極
め
う
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

か
く
の
如
く
信
宵
仰
向
丘
何
回
仰
は
仏
・
法
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
『
義
記
』
は
、
瞥
喰
品
傷
の

「
雄
一
－
復
教
詔
一
而
不
レ
信
－
一
受
於
諸

法
蟹
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉



法
蟹
『
法
華
載
記
』
に
お
け
る
億
〈
望
月
）

欲
染
貧
著
深
－
故
」
に
関
し
て
、
こ
れ
は
、

顕
レ
無
レ
機
。
若
以
＝
神
力
－
通
レ
之
無
レ
有
コ
信
受
一
。

と
の
べ
た
も
の
だ
と
し
て
、
信
受
が
神
力
な
ど
に
よ
っ
て
お
こ
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
機
が
熟
す
る

時
が
肝
要
で
は
あ
る
が
、
信
が
何
物
で
も
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
信
ず
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
正
し
い
も
の
秀
れ
た
も
の
に
対
す
る
あ
り
方
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

《
却
》

そ
こ
で
、
仏
は
真
実
を
語
り
、
不
虚
な
る
も
の
を
説
か
な
い
か
ら
、
如
来
の
教
え
へ
の
信
が
勧
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
故
、
法
華
経
の
「
若
有
聞
レ
者
随
喜
頂
受
」
以
下
の
文
を
う
け
た
『
義
記
』
は
、

弘
経
を
勧
め
た
も
の
だ
と
し
な
が
ら
、

更
に
注

釈
を
加
え
て
、
「
若
有
信
受
」
以
下
は
過
去
に
久
し
く
普
視
を
う
え
た
人
の
こ
と
を
明
し
、
「
以
信
得
入
」
の
意
は
、
有
信
の
人
を
挙
げ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
で
示
さ
れ
る
信
受
・
信
は
党
文
法
華
経
に
よ
る
と
、

宵制

wan
－V仰
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
と
こ
ろ

(44) 

で
あ
る
か
ら
、
有
信
の
人
は
宵
M

丘
品
目
仰
を
持
つ
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔註〕ハ
1
〉
大
正
三
三
・
五
七
五
上

（

2

〉

同

・

五

七

六

下

t
五
七
七
上

ハ
3
〉

同

・

五

七

七

上

ハ
4
〉
同
・
五
七
七
上
J
中

ハ
5

〉

同

・

五

九

九

上

ハ
6
）

g
a
z・
予

告

ハ
7
〉
桜
部
建
『
仏
教
語
の
研
究
』
三
七
J
三
人
参
照

（

8
〉
大
正
三
三
・
五
九
九
中



f「〆「 fヘr、r「f「戸、 rヘrヘ〆ヘ f「〆「〆ヘ rヘ〆肉、戸、〆ヘ rヘ〆ヘ f、f、〆「
30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 、J 」，、J 」，、J 」，」，、J 、J 」，、J 」，」，、J

ωω
向
田
町
．
。
・

ωM

大
正
九
・
六
人
中

t
下

同
三
三
・
六

O
O中

拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
一
九
五

t
一
九
七
、
三
一
七

t
＝
二
八
参
照

大
正
三
一
ニ
・
六

O
O下

同

・

六

O
一
下

同

・

六

O
ニ
下

同

・

六

O
五
中

間

九

・

七

下

ω白
色
町
－

H
V

・A
F
A
F

拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
ニ

O
O参
照

大
正
三
三
・
六

O
五
下

同

・

六

O
七
上

同

・

六

O
七
下
、
た
だ
し
『
義
記
』
は
「
示
以
三
乗
教
」
と
し
て
い
る
。

大
正
三
三
・
六
一

O
上

ωω
向
田
町
・
匂
・
伺
吋

大
正
三
三
・
六
一
一
下

ωω
島

町

・

同

u
・
∞
。

大
正
三
＝
一
・
六
一
三
中

間

・

六

一

六

下

問

・

六

二

O
中

同

・

六

三

O
上
に
は
「
若
有
菩
醸
此
下
両
行
是
第
二
引
勝
人
。
証
＝
如
来
不
虚
－
勧
ν
信
」
と
あ
る
。
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法
蜜
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
）

4 

『
義
記
』
は
信
解
品
注
釈
の
冒
頭
に
お
い
て
、
解
に
両
種
あ
り
と
し
、

一
者
自
以
－
一
智
懇
明
一
見
－
－
法
相
一
此
則
法
行
人
呼
為
＝
見
解
－
。
二
者
不
コ
自
見
p
理
想
ν
師
調
レ
爾
此
則
是
信
行
人
名
為
－
一
信
解
－
也
。
今
此
品

中
明
下
回
大
声
聞
領
－
一
関
三
顕
一
之
義
一
信
申
同
帰
莫
ν
二
之
理
占
。
従
レ
信
得
レ
解
仰
諮
為
－
一
信
解
品
－
。

と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
解
に
は
法
行
の
人
と
信
行
の
人
と
の
あ
り
方
が
あ
る
と
し
、
師
に
よ
っ
て
商
い
う
の
が
信
行
の
人
だ
と

す
る
か
ら
、
師
の
言
葉
（
教
え
〉

を
そ
の
ま
ま
に
う
け
と
め
そ
の
ま
ま
に
し
た
が
う
の
が
信
行
で
あ
り
信
解
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
て
更
に
、
自
の
智
慧
明
に
よ
っ
て
法
相
を
見
る
の
が
見
解
で
、
自
ら
は
理
を
見
ず
と
も
師
の
説
に
よ
っ
て
い
く
の
が
信
解
だ

(46 ) 

と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
解
は
師
の
説
を
信
じ
、
信
に
従
っ
て
解
を
う
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
信
じ
、
そ
の
よ
う
に

確
と
う
け
と
め
、
捉
ら
え
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
信
解
品
は
覚
文
法
華
経
に
よ
る
と
包
E
Bロ
E
T
3巴
g立
与
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
法
華
経
が
示
す
信
解
は
仰
向
国
民
自
口
広
円
で
あ
り
、
そ
れ
は
信
解
（
勝
解
〉
と
一
語
で
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

記
』
の
こ
の
理
解
は
、
仏
宝
僧
三
宝
に
対
す
る
信
宵
削
waav仰
に
対
し
、

《

2
v

ら
き
を
意
味
し
て
い
る
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

『義

対
象
を
し
っ
か
り
旧
拭
え
て
そ
れ
を
理
解
し
確
認
す
る
心
の
は
た

こ
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
た
上
で
『
義
記
』
は
、
信
解
品
は
中
根
の
人
の
領
解
を
明
か
し
た
も
の
で
、
中
根
の
人
の
得
解
の
相
を
の
ベ

《

3
v

た
も
の
と
、
中
根
の
人
の
領
解
の
辞
を
の
べ
た
も
の
と
か
ら
な
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
こ
の
信
解
は
仏
の
教
え
を
信
じ

領
解
す
る
と
い
う
具
合
に
理
解
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
更
に
、
懇
命
須
菩
提
の
懇
命
の
語
に
つ
い
て
、
昔
日
は
閲
三
顕
一
同
帰
の
理
を

解
し
な
か
っ
た
の
で
愚
搬
の
人
の
心
を
相
続
し
て
い
た
が
、
今
は
権
実
の
宗
を
解
し
懇
心
相
続
し
た
か
ら
懇
命
と
名
付
け
る
の
だ
、
と
し



て
い
る
。
こ
の
懇
命
は
党
文
法
華
経
で
は

Mq．5
5主
と
表
現
さ
れ
、
そ
れ
は
長
老
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
慧
命
と

な
し
た
の
に
は
、

『
義
記
』
が
こ
の
領
解
を
仏
知
を
覚
る
懇
に
い
た
る
も
の
と
理
解
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
に
は
信
解
品
に
お
い
て

V
E主
何
回
目
白
ロ

E
－

円
E
U
V

意
に
と
ら
え
志
意
下
劣
の
意
に
訳
し
て
い
る
が
、
『
義
記
』
は
「
解
レ
小
是
幼
稚
」

〈
劣
っ
た
信
解
〉
と
し
て
の
使
用
例
が
多
い
が
、

「
使
応
＝
是
解
p
h
勾
等
々
の
表
号
し
て
い
る
か
ら
、

『
妙
法
華
経
』

は
こ
れ
を
楽
う

あ
る
い
は
領
解
の
意
が
強
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
解
に
関
し
て
先
解
は
永
く
善
根
を
断
じ
一
闇
提
を
成
ず
る
も
の
で
は
な

く
、
煩
悩
五
濁
の
た
め
で
あ
る
か
ら
、
と
て
『
義
記
』
は
、

夫
普
生
必
以
－
一
信
心
－
為
ν本
。
子
時
雄
レ
失
＝
大
解
－
由
レ
有
＝
信
心
－
。
於
－
－
五
戒
十
普
教
中
－
修
行
能
令
＝
大
乗
智
願
－
善
根
不
レ
断

と
し
、

響
喰
品
の
舎
利
弗
に
対
し
仏
が
本
願
所
行
の
道
を
憶
念
せ
し
め
ん
が
た
め
に
法
華
経
を
説
い
た
語
を
引
用
し
て
い
る
か
ら
、

信

そ
れ
故
、
『
義
記
』
は
、
信
心
が
あ
る
な
ら
ば
失
解
は
な
か
ろ
う
と
の
聞
に
対
し
て
、
大
乗
の
解
な
く
と
も
何
で
小
乗
の
信
を
妨
げ
よ
う
か

( 47 ) 

町向
W

向凶n

－V仰
を
も
っ
て
入
り
、
そ
の
上
に
お
い
て
領
解
ハ
信
解
〉
向
丘
E
S
E
－nt
が
確
立
す
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
逆
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
失
解
、
大
乗
の
解
と
い
う
の
は
党
文
法
華
経
が
示
す
『
回
一
注
目
岡
山
B
Z
W巴
・
包

E
g
g
－n巴の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
信
解
の
と
ら
え
方
に
対
し
て
『
義
記
』
は
、
窮
子
が
長
者
の
家
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
自
ら
客
作
賎
人
と
し
て
務
め
た
こ

と
に
つ
い
て
、
法
華
経
が
窮
子
を
客
作
賎
人
と
し
た
の
は
外
面
上
の
こ
と
で
、
内
面
的
に
は
修
行
を
し
信
首
に
登
っ
て
い
る
の
だ
と
し
、

二
十
年
過
ぎ
て
「
心
相
対
信
」
し
、
入
出
自
在
な
こ
と
に
つ
い
て
、

心
相
体
信
者
是
無
異
之
言
。
若
約
レ
教
為
レ
論
羅
漢
無
為
与
＝
仏
無
為
－
無
レ
異
也

と
し
て
い
る
か
ら
、
喜
び
一
筋
の
道
を
歩
む
の
は
信
の
は
じ
め
で
、
互
に
信
じ
合
う
こ
と
は
仏
も
何
も
す
べ
て
同
様
の
あ
り
方
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
示
さ
れ
る
信
は
宵
ω島
内
宮
仰
の
示
す
信
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
心
相
対
信
に
あ
た
る
党
文
法

法
震
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
（
望
月
〉



法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
ハ
望
月
〉

華
経
は
、

g
eユ号制
wt司
馬
ロ
溜
ωgω
富
男

E
E宮
芯
円
昆
d
『－

a
s
o
a
p
g
z
v
o
v
v仰ぐ
g
包
ω
可制
w
B
S
ω
l胃
S
O
S
ハ
か
の
貧
し
い
男
は
そ
の

（

mv 

長
者
の
家
に
安
心
し
て
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
）
と
、

あ
っ
て
信
宵
脚
色
門
出
品
の
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

『
妙
法
華
経
』
の
意
訳
の

信
を
う
け
て
、

『
義
記
』
は
か
く
理
解
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

〔註〕ハ1
〉
大
正
三
三
・
六
三
一
下

t
六
三
二
上

〈

2
〉
桜
部
建
『
仏
教
語
の
研
究
』
三
七

（

3
〉
大
正
三
三
・
六
三
二
上
「
今
此
領
解
中
有
乙
一
者
。
第
一
是
経
家
序
－
一
中
根
人
得
解
之
相
一
。
第
二
従
＝
白
仏
言
一
以
下
寛
レ
品
正
是
中
担
人
領
解
之

辞」

〈

4
〉
右
同
「
懸
命
須
菩
提
者
凡
有
－
三
種
解
－
二
者
言
昔
日
未
レ
解
＝
閥
三
顕
一
同
帰
之
理
－
。
愚
療
之
人
心
相
続
為
レ
命
。
今
日
既
得
ν解
＝
権
実
之
定
－

懇
心
相
続
為
ν命」

〈

5
）
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
二
二
三
J
一
三
二
参
照

〈

6
〉
大
正
三
三
・
六
三
四
上

〈

7
〉
同
同
・
六
三
回
中

（

8
〉
同
同
・
六
三
九
中
「
外
響
明
長
者
忽
繭
転
三
客
作
之
人
－
名
レ
之
為
レ
児
。
内
合
此
人
既
修
行
出
コ
彼
外
凡
一
登
ニ
此
信
首
－
」

〈

9
〉

同

同

・

同

〈

加

〉

ω俗
向
田
町
－

M
O吋

5 

『
義
記
』
は
如
来
寿
量
品
に
つ
い
て
、
如
来
の
寿
命
を
明
か
す
に
盛
沙
を
以
て
畳
と
な
す
か
ら
寿
量
品
と
い
う
の
だ
と
し
て
、
こ
の
品

(48 ) 



か
ら
分
別
功
徳
品
の
半
品
ま
で
は
「
広
説
－
一
寿
命
長
逮
－
断
レ
疑
生
ν
信
」
の
説
で
あ
る
と
し
、
こ
の
従
地
涌
出
品
の
弥
勅
の
質
問
は
勧
信
を

（

2
）
 

説
い
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
寿
命
長
速
を
説
い
た
寿
量
品
、
衆
に
授
記
し
た
分
別
功
徳
品
の
最
初
の
長
行
、
領
解
を
示
し
た
弥

助
の
傷
頭
と
仏
の
長
行
の
部
分
だ
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
中
、
寿
量
品
に
関
し
て
縁
起
を
明
か
し
た
も
の
と
正
広
説
し
た
も
の
が
あ
る
と

し
、
汝
等
当
如
来
誠
一
諦
之
語
か
ら
神
通
之
力
ま
で
が
明
縁
起
で
、
以
下
品
末
ま
で
が
正
広
説
だ
と
し
て
い
る
。

こ
の
汝
等
当
信
如
来
云
云
の
語
句
は
発
文
法
華
経
に
よ
る
と
、
制
定

hww包
宮
可
ω品目

Mg召
B
O
W
E

－”’U
E
可
仰
向
号
宮
町
包
含
舎
脚
色
町

gヨ

《

3
v

ssmvggmM面一
σvpg召
〈
仰
の
凶
弓
〈
志
一
F州

wggf
（
善
男
子
よ
、
如
来
の
真
実
の
言
葉
を
信
用
し
、
信
じ
、
頼
る
べ
し
）
と
示
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
信
は
宵
包
己
品
の
示
す
信
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
の
語
は
三
度
く
り
返
さ
れ
強
調
さ
れ
て

『
義
記
』
が
こ
れ
を
も
っ
て
明
縁
起
と
し
た
意
図
は
、
如
来
寿
量
を
知
る
た
め
に
は
ま
ず
信
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

〔

4
》

い
こ
と
の
上
に
立
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
き
れ
ば
、
法
華
経
の
「
我
以
二
仏
限
一
。
観
＝
其
信
等
諸
根
利
鈍
こ
を

ハ
5
V

〔

6
v

と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
は
照
機
の
智
を
明
か
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
「
衆
生
既
信
伏
」
以
下
の
十
四
行
半
は
「
義
煩
＝
未
来
－
也
」
と
し

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

( 49) 

て
い
る
の
も
、
信
を
以
っ
て
入
り
、
そ
の
後
に
於
て
仏
懇
に
到
達
す
る
と
の
あ
り
方
を
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
分
別
功
徳
品
に
入
っ
て
、
先
述
し
た
弥
助
が
備
を
説
く
以
下
は
領
解
を
示
し
た
も
の
だ
と
い
う
の
に
ふ
れ
て
、
こ
の
領
解
に

つ
い
て
四
段
あ
り
と
し
、
第
一
は
衆
が
得
解
寿
量
の
故
に
歓
喜
し
た
こ
と
を
称
讃
し
、
第
二
は
「
或
住
不
退
地
」
以
下
で
領
解
の
義
を
説

い
た
も
の
で
、
第
三
は
「
雨
天
曇
陀
羅
」
以
下
で
弥
勅
が
自
ら
時
事
を
述
べ
た
も
の
で
、
第
四
は
「
仏
名
聞
十
方
」
以
下
で
仏
が
領
解
を

内

8
v

結
し
た
こ
と
を
歎
じ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
如
来
寿
量
の
説
示
を
聞
い
て
と
統
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
領
解
は
如
来
寿
量
の
説
示
を
領
解
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
領
解
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
示
し
て
は
い
な
い

が
、
如
来
寿
量
の
説
を
信
じ
、
そ
こ
か
ら
領
解
ハ
信
解
〉
が
生
じ
、
確
立
す
る
と
捉
ら
え
た
も
の
と
忠
わ
れ
、
こ
れ
は
『
妙
法
華
経
』
の

法
蜜
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉



（

9
v
 

一
念
信
解
を
、
信
と
信
解
と
と
ら
え
ず
に
、
信
解
と
提
ら
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

法
雲
『
法
華
義
記
』
に
お
け
る
信
〈
望
月
〉

『
義
記
』
は
信
解
口
問
の
注
釈
に
お
い
て
、
解
に
両
種
あ
り
と
し
、
信
行
人
を
信
解
と
な
す
と
し
、
四
大
声
聞
の
理
解
に
つ
い
て
領
解
と

よ
び
、
信
よ
り
解
を
う
る
か
ら
信
解
品
と
い
う
の
だ
、
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
領
解
も
こ
の
よ
う
な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
る

か
と
思
わ
れ
る
。

〔註〕〈
1
〉

〈

2
〉

〈

3〉
〈

4〉
（

5
〉

ハ
6〉

〈

7〉
〈

8）
（

9〉
〈却〉

大
正
三
三
・
六
六
六
中
、
六
六
七
下
、
六
七
二
上

同
同
・
六
六
七
上
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大
正
九
・
四
二
下

同
三
三
・
六
六
八
中
「
此
明
コ
是
照
機
之
智
一
也
」

同
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三
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同
三
コ
了
六
七
一
下

同
同
・
六
七
二
下
J
六
七
三
上

同
同
・
五
七
四
下
に
は
「
第
三
流
通
者
。
分
別
功
徳
口
問
中
従
弥
勅
説
備
後
長
行
初
。

乃
至
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生
三
念
信
解
－
当
レ
知
以
ν
為
＝
深
信
解
相
｝
：
：
：
」
と
あ
る
。

同
同
二
ハ
一
三
下
J
六
三
二
上

尚
、
法
華
経
は
方
便
・
替
輸
・
信
解
・
涌
出
・
寿
量
・
分
別
功
徳
の
各
品
に
お
い
て
、
信
臨
『
包
向
田
町
似
信
解
削
w
a
E
s
z
r
g
に
多
く
言
及
し
て
い

る
の
で
、
こ
の
論
を
書
く
に
あ
た
り
、
『
義
記
』
の
中
の
そ
れ
ら
の
各
品
の
註
釈
に
重
点
を
お
い
た
o

( so ) 

言
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勅
菩
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其
有
＝
衆
生
一
間
＝
仏
寿
長
遠
如
是
－


